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プラスミドColEl　DNAの複製に必要なブライマーRNAの二
次構造を示すf／この555の塩基（AGUC）の一つが変異しても
構造が変わり，機能が失われる場合がある。また，塩基の変化
があっても全体としての構造が保たれ，機能が失われない場合
もある。このようにして，RNAの構造と機能の関係を知る上
で重要な知見を与えた、，



はじめに
　遺伝学研究所は遺伝に関する基礎的研究をつかさどり，あわせて遺伝学の

指導，連絡及び促進を図ることを本務として，1949年（昭和24年）に設置さ

れ，創立以来45年になりました。10年前（昭和59．　i／＃度）には大学共同利用機i

関に改組され圭した，、この間，本研究所は客員研究部門を含めて15研究部門

及び4研究施設を擁するまでに成長し，国内外から数多くの研究者を受け入

れて共1司研究の成果をあげるとともに，毎年十数件の研究集会を開催して研

究交流を促進していピむ，さらに1988年（昭和63年）には7つの大学共同利

用機関を母体とする総合研究人学院大学の開学に伴い，生命科学研究科の遺

伝学専攻を担当することとなり，現在では30人を超える博士課程の学生を受

け入れるに至りました，、

　本研究所は，創設以斗（積み1田よられた多くの優れた研究実績によって，我

が国の遺伝学研究の中心となるとと（）に，世界的にも特徴のある重要な研究

所として広く知られるkうになり長した，，近年，遺伝学は急速な展開を示し，

新しい考えノ∫と研究力法をll亘じて，生物学に人きな変革をもたらしました。

本研究所はそれに対応して研究部門を充’∫：1るとともに，1）NA情報の研究

と利用のための部門や実験生1’勿保存のための部門を拡充し，1印勺外0）研究活

動の支援を図ってllいりli　Lた、、私と1，は，学問の流れや社会の要請を考慮

しつつ，　しノハちド1本rl勺にll片’ブじや‘拝’肇ろづ佐め，｛iJl’化戸片∪）　・悼で（ノ）発1畏を川H旨1ノ’

いと］1塁いま”」‘，］㌃杓ミノJ’　Lノ戊御1」川角ノ1’5二∬11レ拓ノJん・お1呼！自い1る1欠第、：ll，

国立遺伝学研究所長

富降ξも一

1



2

ン、
，口 革 【組　織】

昭和24年6月ユ日

　　　　8月10日

昭和28年1月1日

　　　　8月1日

昭和29年7月1日

昭和30年9月15日

　　　　10月1日

昭和35年4月30日

昭和37年4月1日

昭和39年4月1日

昭和44年4月1日

日召禾049勾三4H　1　［1

昭和50年3月］日

　　　　10月1日

昭和51年10月1日

昭和58年10月1日

昭和59年4月12日

昭和60年4月1日

昭和62年1月12日

昭和63年4月8日

平成元年10月1日

平成5年4月1日

平成6年6月24日

文部省設置法により文部省所轄研究所として設置。庶務部，

研究第1部，研究第2部及び研究第3部の4部門で発足

小熊　桿　初代所長就任

研究第1部から第3部をそれぞれ形質遺伝部，細胞遺伝

部，生理遺伝部に改組

生化学遺伝部新設

応用遺伝部新設

変異遺伝部新設

木原均第2代所長就任

人類遺伝部新設

微生物遺伝部新設

集団遺伝部新設

森脇大五郎第3代所長就任，分子遺伝部新設

植物保存研究室新設

田島彌太郎第4代所長就任

遺伝実験生物保存研究施設（動物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設（微生物保存研究室）新設

松永　英　第5代所長就任

国立学校設置法の一部改lEにより大学共同利用機関に改組

遺伝実験生物保存研究センター（哺乳動物・無脊椎・植

物・微生物・遺伝資源の保存研究室），遺伝情報研究セ

ンター（構造・組換えの2研究室），実験圃場新設

生理遺伝及び応用遺伝の2客員研究部門増設

遺伝情報研究センター（合成研究室・遺伝情報分析研究

室）新設

日本DNAデータバンク稼働

放射線・アイソトープセンター新設

遺伝情報研究センター（遺伝子ライブラリー研究室）新設

富澤純一第6代所長就任

遺伝実験生物保存研究センター（発生［学研究室）新設

遺伝情報研究センター（遺伝子機能研究室）新設

資料展示室



【施　設】

昭和27年3月

昭和36年9月

昭和38年1月

昭和39年3月

昭和43年3月

昭和46年3月

昭和47年3月

昭和53年7月

昭和55年5月

昭和56年3月

昭和58年3月

昭和59年3月

昭和60年3月

昭和62年1月

　　　　3月

昭和63年12月

平成4年5月

別館新築

研究本館第1期第1次工事竣工

研究本館第1期第2次工事竣工

研究本館第1期第3次工事竣工

研究本館第2期工事竣工，研究本館計画完成

図書館新築

ネズミ飼育舎新築

遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

遺伝実験生物保存研究施設ネズミ附属棟，カイコ附属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設微生物附属棟新築

排水処理施設新築

組換えDNA実験棟，野生イネ温室新築

実験圃場管理施設新築

遺伝情報研究センター棟，隔離温室，日長調節装置新築

水田温室，桑温室新築

RI実験棟，中央機械室，RI排水処理施設新築

研究員宿泊施設新築

「

研究員宿泊施設

3



4

概 要 【目　的】

　大学等における学術研究の発展に

資するため，国立学校設置法（昭和

24年5月31日法律第150号）第9条

の2に基づき，遺伝学に関する総合

研究を行うことを目的として設置さ

れた，大学共同利用機関である。

【共同利用】

　全国の大学の教員その他のK’で，

研究所の川的たる研究と同・の研究

に従事する者の利川に供するととも

に，共1司研究を行う、，

【大学院教割

　大学の要請に応じ，当該大学の大

学院における教育に協力する。

【国際交調

　遺伝学の分野で国際的な学η｛1交流

を活発化JJるため，研究者の交流や

国際シンポトジウム等；を1洞催する，、

【運割

　大学共同利用機関の研究所として

円滑な運営を行うため，研究所の事

業計画その他の管理運営に関一」1る屯

要事項について，所長に助ぼする評

議員会を置くとともに，共同研究計

川1に関する‘狂」頁そ（ノ）他の研：究1所レ）運

営に関する厄要‘拝項で，所長が必要

と認めるものについて所長（力1｛｛等問に

応じる運営協議員会を置く。また，

所長の求めに応じ必要な事項につい

て調査・検討を行うため，所内に各

種委員会を置く、、

250余種に及んで系統保存している八重桜並木



定員及び予算 【定 員】い［w6年度）

所　長　教　授

@　1
@1　　15（5）

助教授 助　手

@一一．．．

小　　計

D69（IO）

技　官
i技術課）

P8

事務耳韻等

i管理部）

Q3

合　　計

@．．・」．．．一A「．一〒「．．一「

撃撃潤ilo）
．LLA－

P9（5） 34

【歳出予算】

（川（　）内の数は客U研究部1川の教日数（外数）である。

人

物

／x
ll

・ド成6年度当初

W

件

パ

’／　ii・

iJ・

（∫∫D研究1り1

（巾位：1．・llD

　　　738，358

｛ir｝9．92∫

1．398，285

・ソ　1ン　（／11J｜）

／　’／　tirtt　／．’；　L〃〃〃・、川！II／Wll、　cv（II，1｜山恥ロ

　カ・なり古くかL、知い，れノ桜，、1／1時イLC　llt京都（ノ）争」Ll：δIUく㍑〔　宕くhhス1人

．1、れ（いノ　とn己載，Sれる　 う．も色（力杉：しい㍑・レ［．r，　川↑・〔Jt，　，’．Lり1枚

氷（もノ八く柚栽1、れ（いイ・　t．　tt｜ウ力川（ノ）酬Sr（ノ）根（ノ）　［’ft　C似ノイ1．イ・叫か

t｝，　1占‘】↓五I　l苗允・杜～12　t’llΨCJれ．タ・　㌔‘1’1勿”？’［1勺（　（，tイ　・寸　／　！り　ン　ノ・’f　r・ノ）

↑妥て・、1りる
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組 織

ii

【組織図】

評議員会

運営協議員会

　　　　（平成6年6月24日現在）

　　　　庶　　務　　課

　　　　　　　計　　課

　　　　分子遺伝研究部門

　　　　変異遺伝研究部門

　　　　核酸化学研究部門（客員）

　　　　細胞遺伝研究部門

　　　　微生物遺伝研究部門

　　　　細胞質遺伝研究部門（客員）

　　　　発生遺伝研究部門

　　　　形質遺伝研究部門

　　　　生理遺伝研究部門（客員）

　　　　集団遺伝研究部門

　　　　進化遺伝研究部門

　　　　理論遺伝研究部門（客員）

　　　　人類遺伝研究部門

　　　　育種遺伝研究部門

　　　　応用遺伝研究部門（客員）

　　　　技　　術　　課

　　　　　　哺乳動物保存研究室

　　　　　　無脊椎動物保存研究室

　　　　　　植物保存研究室遺伝実験生物保存

研究センター
　　　　　　微生物保存研究室

　　　　　　遺伝資源研究室

　　　　　　発生工学研究室

　　　　　　構　ma研　究　室

遺伝情報研究
　　　　　　組換え研究室センター

　　　　　　合　成　研　究　室

　　　　　　遺伝情報分析研究室

　　　　　　遺伝子ライブラリー研究室

　　　　　　遺伝子機能研究室
放射線1アイソトープ

センター

実験圃場



評議員会及び運営協議員会 【評議員会】

　研究所の事業計画その他の管理運

営に関する重要事項について，所長

に助言する。

評議員（五十音順）

　井　口　洋　夫
　　岡崎国立共同研究機構長

　大　崎　　　仁
　　日本学術振興会理事長

　加　藤　延　夫
　　名古屋大学長

　木　村　資　生
　　国立遺伝学研究所名誉教授

　京　極　好　正
　　大阪大学教授（蛋白質研究所）

　菅　野　晴　夫
　　側）癌研究会癌研究所名誉研究所長

　杉　村　　　隆
　　国立がんセンター名誉総艮

　高　浪　　　満
　　働かずさDNA研究所長

　竹　内　郁　夫
　　岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所長

　田　中　隆　荘
　　広島市立大学長

　豊　島　久真男
　　大阪府立成人病センター総長

◎長　倉　三　郎
　　総合研究大学院大学艮

　野　島　庄　七
　　帝巧汰学薬学部長

○野　　↑寸　達　　次

　　醐実験動物中央研究所1ぐ

　濱　井　　　修
　　東京大学教授（文学部）

　平紗多賀男
　　大阪府、‘L大学長

　松　原　謙　一
　　大阪大学剰ll胞生体工学センター長

　三　浦　謹一郎
　　学習院大学生命分i”科学研究所長

　宮　本　美沙子
　　　日本女子大学長

　山　縣　弘　忠
　　近畿大学教授（生物理ll学部）

【運営協議員会】

　共同研究計画に関する事項その他

の研究所の運営に関する重要事項で，

所長が必要と認めるものについて，

所長の諮問に応じる。

運営協議員

所外（五十音順）

石和貞男

磯野克己

大石道夫

　岡田益吉

　郷　　通子

　高木信夫

　武部　　啓

　花岡文雄

　日向康占

　堀田康雄

所

　石浜　　明

◎瀬野桿二

　堀内賢介

　杉山　勉

　廣瀬　　進

　原田月月f”
　汰　日D

　池村淑道

　今村　孝

　7中野啓1’一
　（森　島）

　中辻憲夫

　五條堀孝

お茶の水女子大学教授
（理学部）

神戸大学教授（理学部）

東京大学教授
（分j”細胞生物学研究所）

筑波大学教授（生物秒学：系）

名lli屋大学教授（理学部）

北海道大学教授
（大学院1也球環境t］；・？7：tilf究不斗）

京都大学教授（医学部）

理化学研究所｜｛任｛りF究員

東北大学教授（農学部）

名占屋大学教授（理学部）

内（編成順）

教授（分子遺伝研究系）

教授（分子遺伝研究系）

教授（細胞遺伝研究系）

教授（個体遺伝研究系）

教授（個体遺伝研究系）

教授（集団遺伝研究系）

教授（集団遺伝研究系）

教授（総合遺伝研究系）

教授（総合遺伝研究系）

　　　（遺伝実験生物保
教授
　　　存研究センター）

搬（豊㌢1禦院

◎印は会長，○印は副会長を示す。

7
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機 構 【構成員】（平成6年7月1日現在）

所　　　長

副　所　長
企画調整主幹（併）

富　澤　純　一

瀬　野　桿　二

　研究主幹（併）　　石

分子遺伝研究部門

　　教　　　授　　石

　　助　　　手　　藤

　　助　　　手　　山

　　助　　　手　　豊

核酸化学客員研究部門

　　客員教授　　水
　　く　　　ニん　　　が　　

　　客員教授　　森
　　（㈱蛋白1学研究所1り｝究部長）

浜

浜

田

岸

川

本

川

信

正

哲

清

歌

明

変異遺伝研究部門

明　　　　教　　　授

之　　　　助　教　授

裕　　　　助　　　手

也　　　　助　　　r

久

右

　研究主幹（併）　堀　内

細胞遺伝研究部門

　　助　教　授　　今　井

　　助　　　手　　後　藤

細胞質遺伝客員研究部門

　　教授（併）　大坪
　　凍，；汰学分r細胞’t物”子研究［り1）

　　客員教授　 森脇
　　（福山ぺ芦1学部教授）

賢　介

瀬　野　桿

山　尾　文

岸

清　野　浩

　　　　　微生物遺伝研究部門

弘　民　　　　教　　　授　　堀

英k　　助教授　安
　　　　　　　助　　　r・　原

榮　・　　助　　r・　1卑（

和　郎

　研究主幹（併）　　杉

発生遺伝研究部門

　　教　　　授　　杉

　　助　教　授　　藤

　　助　　　手　　清

　　助　　　手　　服

生理遺伝客員研究部門

　　教授（併）　半
　　陳川｜業大学ノ1命川1㍗部）

　　助教授（併）　奥
　　（　Il吠㍗1物資幼；1学部）

III

山

澤　敏

水

田　昌

勉

　　　形質遺伝研究部門

勉　　　　教　　　授　　廣

孝助教授村
裕　　　　助　　　　r：　湊

之助r－II｜
田　　　宏

村　克　純

　研究主幹（併）　　原　川　朋
　　　　　　　　　（k　　川）
集団遺伝研究部門

　　教授原田朋　　　　　　　　　｛A（　　［H）

　　助教授　田嶋文
　　助　　　手　　高　野　敏

理論遺伝客員研究部門

　　教授（併）　高畑尚
　　（総合研究人学院人学教白｛り眈交流ヒ、ty

　　助教授（併）　舘　田　英
　　（ノL州人学川学音ll）

r

1二

生

行

之

典

進化遺伝研究部門

　　教　　　授

　　助　教　授

　　助　　　手

　　助　　　r：

内

日1

谷

瀬

ヒ

1日

明

努

明

賢　介

成

弘　志

篤　志

　　進

昭　雄

　　清

lll明

池　村　淑　道

斎　藤　成　也

松　本　健　一

天　前　豊　明



　研究主幹（併）

人類遺伝研究部門

　　教　　　授

　　助　教　授

　　助　教　授

　　助　　　手

今　村 孝

今　村　　　孝

藤　山　秋佐夫

寳　来　　　聰

出　原　賢　治

応用遺伝客員研究部門

　　教授（併）　渡邊　 武
　　σIJ｛快’F”1体防御医学研究所）

　　教授（併）　島本義也
　　dl，汕道人学腿7部）

㎡　　■e一

センター長（併）　中辻憲夫

哺乳動物保存研究室

　　助教授　城石俊彦
　　助　　　手　　宮　下　信　泉

無脊椎動物保存研究室

　　助教授　林　 茂生
　　助　　　　f：　　h　田　　　均

植物保存研究室

微生物保存研究室

　　助　教　授　　西　村　昭　　j”

　　助f：金丸研吾

センター長（併）

構造研究室

　　助　教　授

　　助　　　　r：

組換え研究室

　　教　　　授

　　助　　　f’

合成研究室

1il條堀 孝

嶋　本　伸　雄

永　井　宏　樹

桂

石　原

勲

健

センター長（併）　定家義人

　　助教授　定家義人

圃場長（併）　沖野啓1㌃

育種遺伝研究部門

　　教　　　授

　　助　教　授

　　助　　　手

　　助　　　手

遺伝資源研究室

　　助　教　授

　　助　　　　f：

発生工学研究室

　　教　　　授

　　助　　　r・

沖　野
　　　　

佐　野

平　岡
（仏　　藤）

平　野

啓　子

芳　雄

洋一郎

博　之

舘　野　義　男

藤　川　昌　也

中　辻　憲　夫

白　；ti　安　昭

遺伝情報分析研究室

　　教授ノ1：條堀
　　助　　　1三　　池　尾

　　助　　　　r；　　今　西

遺伝子ライブラリー研究室

　　助教授　小原雄
　　助　　　　f：　安　遠　佳

遺伝子機能研究室

孝

穂

規

治

樹
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